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2006（平成18）年４月、私は佛教大学附属

図書館長を拝命した。思いがけないお話であ

ったが、子どものころ以来、図書館には随分

お世話になってきたので、そのご恩返しがで

きればと思い、お受けした。就任にあたって

『佛教大学学内報』にも、これまでの利用者

としての経験を生かし、「利用者のニーズに

最大限配慮した図書館サービスの充実・向上

に努めていきたい」と書いた。はたして、こ

のマニフェストが１年間でどの程度実現され

たかは、皆さま方のご判断を仰がなければな

らないが…。

図書館長としての１年のなかで最も大きな

出来事は、昨年の10月に大学基準協会の相互

評価にかかる実地視察を受けたことである。

それは常照ホールを主会場に、午前10時から

午後５時近くまで紫野キャンパス内で行われ、

図書館についても約20分間、視察があった。

私は大学評価委員会委員長も兼任しているの

で、当日は朝から緊張していたが、図書館の

視察の成否についてはある程度楽観していた。

それというのも、本学図書館はあらゆる面で

大学基準協会の評価基準をクリアーしている

ことが分かっていたからである。しかし、ど

んな質問が出るか分からないので、「ヤマ」

をかけて、いろいろ調べた。

なぜ図書館を「成徳常照館」と呼ぶのかと

いう質問が出た。これは想定内の質問で、

1934（昭和９）年、佛教大学の前身・佛教専

門学校当時、浄土宗檀信徒上村常次郎氏の遺

志を受けたご遺族からの資金提供により図書

館が建設され、上村家のご厚意を記念すると

ともに、「繙書ノ士ハ徳器ノ成就ニ努メテ智

光ヲ常照スル」ようにとの意味を込めて「成

徳常照館」と命名されたことを答えた。また、

和漢書と洋書との割合についても聞かれたが、

これも蔵書の「資料区分」のデータを見れば

すぐ分かるので、答えるのは簡単であった。

ほかに、視察の折、学生諸君が「選書ツアー」

に参加して選んだ書籍の展示に、ある委員の

方が大きな関心を寄せられ、縷々質問してい

ただいたのは、うれしかった。

昨年の12月末、大学基準協会から送られて

きた「相互評価結果（原案）」を見る限り、

図書館の施設・設備、図書館サービス、地域

との共生、専門員制度の導入等に高い評価を

いただき、今後ますます大学の学修・教育・

研究を支援する図書館機能の充実・向上に努

めたいとの決意を新たにしているところであ

る。

いま一つ、図書館長として対策を講じたい

と思っているのは、現在一般に進行中の「読

書離れ」「活字離れ」を本学でどう食い止め

るかということである。本学でも近年、図書

館の年間入館者数は60万人台を保っているが、

図書貸し出し数は減少傾向にあるのである。

私事にわたって恐縮であるが、戦中・戦後

の厳しい教育・文化状況のなかで、しかも

図 書 館 と 私

山　　　高　哉
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小・中学校時代を山深い片田舎で過ごした私

にとって、学校図書館と学級文庫は―今日と

比べれば、比較にならないほど貧弱なもので

はあったが―私の知的な渇きを癒してくれる

かけがえのない場所であった。大学生になり、

桑原武夫の『文学入門』（岩波新書）の巻末

付録「世界近代小説50選」の完全読破をめざ

し、次々に大学図書館から借り出し、読み耽

ったことも私の懐かしい図書館経験の一つで

ある。また、私のライフワークになる20世初

頭のドイツの教育改革者ケルシェンシュタイ

ナーの著作に出会ったのも大学図書館であっ

た。それ以来、日本及びドイツの多数の図書

館からどれほどの恩恵を受けているか、計り

知れない。

たしかに、メディア環境の激変により、現

代の子どもは携帯電話やインターネットでコ

ミュニケーションをとり、テレビやビデオ、

ＤＶＤなどで多くの情報を取得することがで

きる。したがって、従来と比べて、文字・活

字文化に触れ、文字・活字を用いて表現する

機会が著しく減っていることは否めない。し

かし、2005（平成17）年７月に公布された

「文字・活字文化振興法」に言うように、文

字・活字文化は「人類が長い歴史の中で蓄積

してきた知識及び知恵の継承及び向上、豊か

な人間性の涵養並びに健全な民主主義の発達

に欠くことのできないものである。」本学図

書館も、地域や一般の人々にも開かれた図書

館として、読書活動の一層の推進のために貢

献したいと考えている。

しかし、大学図書館は何と言っても大学の

学修・教育・研究を支える中枢であり、もと

より、多様化・大量化している電子媒体によ

る学術情報の収集になお一層努めなければな

らないが、同時に魅力ある書物の購入を計画

的に進め、学生・教職員に書物との豊かな出

会いの機会を提供することもその重要な使命

である。

かつてダンテ、ボッカッチョと並ぶイタリ

ア文学の三巨星と謳われたペトラルカは書物

の探索を依頼して友人に宛てた手紙にこう書

いている。「金銀、宝玉、豪華な衣服、大理

石の邸宅、みごとな耕地、絵画、飾りたてた

馬、その他この種のものがあたえてくれるの

は、ものいわぬ表面的な快楽です。ところが

書物は、われわれを心底から楽しませてくれ、

対話し、助言し、あるいきいきとした深い親

密さをもってわれわれと結ばれあうのです。

しかも書物は、それぞれが読者の心にはいり

こむばかりか、ほかの書物の名前をも忍びこ

ませて、相互に欲望をかきたてあいます。」

（ペトラルカ、近藤恒一編訳『ルネサンス書

簡集』、岩波文庫）と。ペトラルカに限らず、

今日においても、志を立て、高みをめざして

精神の砦を築こうとする者にとっては、「表

面的な快楽」や「黄金への情熱」に身をやつ

すよりも、「書物への情熱」をいだき、書物

を自らの心と人生の扉を開く鍵とし、それぞ

れの書物自体が展開する魅力とともに、他の

書物の魅力をも内包し、両者が互いに増幅し

あっている多彩な精神世界に「遊ぶ」ことが

不可欠なのである。あわただしく、先行き不

透明な時代であるだけに、私は、とりわけ学

生諸君に、せめて一冊でもよい、高尚な書物

と出会い、その書物との「対話」を心の底か

ら楽しみ、「徳器ノ成就ニ努メテ智光ヲ常照

スル」道を歩み始めていただきたいと切に願

ってやまない。

（教育学部教授・やまざき　たかや）
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前号『常照』54号において、「満足度80％

の蔵書づくりをめざして」と題し、サービス

部門担当専門員より図書館の現状報告ならび

に利用者個々の満足度向上についての試案を

提示した。収書基準の見直し・選書システム

の改善などの活動の結果、利用者の満足度

60％を得るに至ったと分析した上で、満足度

を向上させるためにさらなる収書基準の見直

し・見計らい図書の充実・学生を対象とした

選書ツアーの実施・現物貸借サービスの開始

などの活動を展開することで満足度80％の実

現を目指すというものであった。

今回は情報管理部門、特に目録業務担当の

見地から現状を分析し、利用者の満足度向上

の方策を探ってみたい。

佛教大学図書館の目録業務は、国立情報学

研究所総合目録データベース（NACSIS-CAT）

に基づいた書誌情報の整備と、本学独自の所

蔵情報の整備の２つに分けられる。

①書誌情報

まず、書誌情報の整備についてだが、佛教

大学図書館では図書資料・雑誌資料の言語区

分について和書・洋書・中国書の３区分を採

用している。所蔵数で主流を占める和書の近

刊図書については、これまでも目録業務スタ

ッフによって円滑に書誌情報が整備され、速

やかに利用者に還元されてきた。洋書につい

ても和書・中国書と比較してその所蔵数が少

ないこともあり、スムーズな処理が行われて

きた。

一方、中国書に関しては、各資料を精査す

るに十分な技量を備えた人材が不足していた

こともあり、その処理に必要以上の時間を要

したり、あるいは十分な書誌情報を利用者に

提供することができていなかった。しかし、

2004年度より中国語文献に精通し、かつ目録

業務の知識を十分に備えたスタッフによって、

中国書整理が飛躍的に促進することとなった。

志 麻　克 史

Ⅰ はじめに

Ⅱ 書誌情報と所蔵情報の充実

利用者を意識した図書館づくり
～目録業務の見地から～
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また、近代中国語刊本に対して、漢籍資料

についてもこれまで十分な書誌情報が整備さ

れておらず、分類体系も不完全であったが、

2005年度下半期より本格的な整理が開始され

た。

新規受入の漢籍資料と並行して、文学部資

料室に所蔵する同資料の遡及整理も段階的に

実施した結果、2006年度中に文学部資料室の

全漢籍資料の整理が終了する見通しである。

引き続き今後は、過去に受け入れて未整理の

ままになっていた図書館所蔵の漢籍資料のデ

ータ入力に着手し、佛教大学に所蔵されてい

るすべての漢籍資料について、利用者に高精

度の書誌情報を提供することを目指している。

②所蔵情報

所蔵情報の整備については、2005年度から

の新システム導入に伴い、これまで各資料の

形態（大型図書や地図資料など）で細かく表

記していた分類体系を簡略化し、反対に各資

料の所在場所を詳細に明示することでスムー

ズな利用を図った。

特に中国書に関しては、近代中国語刊本と

漢籍資料について、前者はＮＤＣ分類を、後

者は他館にはあまり例を見ない漢籍の伝統的

な四部分類法に基づいた分類体系を採用した

結果、漢籍資料の特殊性を強調することとな

っている。

以上のような点が利用者に評価され、過半

数に満足感を感じてもらえる結果となったと

思われる。

とはいえ、現状においても課題は多い。ど

この大学図書館でも未整理資料というものは

存在し、それは同時に、速やかに処理すべき

対象として認識されている。しかし、その数

が大きくなればなるだけ、速やかには処理し

難いものになっているのが実状である。

佛教大学図書館も残念ながらその例に漏れ

るものではない。新規受入資料の処理と並行

して、これら既所蔵資料の遡及整理も、日々、

進めてはいるが、十分に利用者に還元してい

るとは言い難い。

また、前述した新システムの導入によって、

確かに有益な新機能が備わったが、その一方

で、旧来の書誌情報が不完全なままで利用者

に供しているなどのマイナス面も露呈した。

これら書誌・所蔵データの再整備も目録業務

担当者の優先的業務の一つと考える。

目録業務担当としてはこれらの課題を処理

していくことこそが、利用者の満足度を向上

させる唯一にして最大の業務と考えており、

それは必ずや利用者の満足度に反映しうるも

のと確信している。 （専門員・しま　かつふみ）

Ⅲ 今後の課題
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○図書館委員会委員
大束　貢生（社会学部総務担当主任） 委員長
門田　誠一（文学部総務担当主任） 副委員長
奥野　哲也（教育学部総務担当主任） 副委員長
藤松　素子（社会福祉学部総務担当主任） 副委員長
望月　晃二（保健医療技術学部総務担当主任）副委員長
藤本　淨彦（副学長）
原田　敬一（文学部長）
西岡　正子（教育学部長）
広瀬　卓爾（社会学部長）
岡村　正幸（社会福祉学部長）

弘道（保健医療技術学部長）
小林　隆弘（財務部長）
山 高哉（図書館長）
徳森　京子（図書課長）
古川　千佳（図書館専門員）
竹村　　心（図書館専門員）
飯野　勝則（図書館専門員）
志麻　克史（図書館専門員）

○収書委員会委員
藤松　素子（社会福祉学部総務担当主任） 委員長
門田　誠一（文学部総務担当主任） 副委員長
奥野　哲也（教育学部総務担当主任） 副委員長
大束　貢生（社会学部総務担当主任） 副委員長
望月　晃二（保健医療技術学部総務担当主任）副委員長
山 高哉（図書館長）
徳森　京子（図書課長）
古川　千佳（図書館専門員）
竹村　　心（図書館専門員）
飯野　勝則（図書館専門員）
志麻　克史（図書館専門員）

○学部選書委員会
（文学部） 門田誠一、齊藤隆信、松田和信、太田 修、鈴木文子、西川利文、

渡邊忠司、長友千代治、若杉邦子、持留浩二
（教育学部） 奥野哲也、山田泰嗣、谷川至孝、小林 隆、松瀬喜治、黒川嘉子、

石原　宏
（社会学部） 大束貢生、崔　銀姫、村瀬敬子、萩原清子
（社会福祉学部） 藤松素子、朴　光駿、丹羽國子、池本美和子、末崎栄司、

神谷栄司、中田智惠海
（保健医療技術学部） 望月晃二、赤松智子、山田恭子、菅野圭子、木戸隆宏、

日下隆一、坂口光晴、石井光昭、越智淳子

○浄土宗関係コレクション選定グループ
松永知海、安達俊英、善　裕昭

平成１８年度図書館関連委員会委員
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わ
か
れ
、
二
度

の
巡
行
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
先
祭
り
後
祭
り
合
同
の
巡
行

に
な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
遠
い
昔

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

六
月
七
日
の
先
祭
り
に
並
ぶ
山
鉾
は

長
刀
鉾
　
占
出
山
　
太
子
山
　
木
賊
山
　
月
鉾
　
孟
宗
山
　
傘
鉾
　
芦
刈
山

函
谷
鉾
　
郭
巨
山
　
天
神
山
　
白
楽
天
山
　
菊
水
鉾
　
山
伏
山
　
傘
鉾
　
庭
鳥

鉾
　
飛
天
神
山
　
蟷
螂
山
　
保
昌
山
（
花
盗
人
）

琴
破
山
（
伯
牙
山
）

放

下
鉾
　
岩
戸
山
　
船
鉾
　
が
、

六
月
十
四
日
の
後
祭
り
に
は

橋
弁
慶
山
　
黒
主
山
　
観
音
山
　
鈴
鹿
山
　
淨
妙
山
　
役
行
者
山
　
八
幡
山

鯉
山
　
鷹
山
　
船
鉾
（
大
船
鉾
）
が
並
ん
で
い
ま
す
。

先
祭
り
の
船
鉾
は
出
陣
の
船
、
後
祭
り
の
船
鉾
は
凱
旋
の
船
で
す
。
凱
旋
の

船
鉾
の
本
体
は
蛤
御
門
の
変
で
焼
失
し
ま
し
た
が
模
型
、
懸
装
品
が
鷹
山
と
と

も
に
現
在
休
み
山
と
し
て
宵
山
で
の
み
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
み
山
に
は
こ

の
ほ
か
布
袋
山
を
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
天
明
の
大
火
で
焼
失

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
か
こ
の
細
見
圖
に
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。

山
鉾
巡
行
の
ほ
か
六
月
七
日
、
十
四
日
両
日
に
は

雑
色
の
行
列
、
六
人
の
棒
の
者
、
七
度
半
の
遣
い
、
弦
召
（
つ
る
め
そ
）、
山

伏
の
行
列
、
牛
頭
天
皇
、
八
大
王
子
、
少
将
井
の
行
列
な
ど
が
見
え
ま
す
。

巻
七
に
は
安
井
金
比
羅
宮
を
筆
頭
に
東
山
に
な
ら
ぶ
神
社
仏
閣
が
名
を
つ
ら

ね
て
い
ま
す
が
、
ち
ょ
っ
と
目
を
引
く
も
の
に
相
撲
力
士
の
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
荒
川
團
藏
、
竹
熊
弥
太
八
、
今
川
三
太
左
衛
門
、
桟
シ
木
曽

之
助
、
荒
砂
長
太
夫
、
唐
竹
茂
次
之
丞
、
錦
龍
田
右
衛
門
、
立
山
利
太
夫
、
松

山
左
五
左
衛
門
、
大
山
次
郎
右
衛
門
は
元
禄
・
宝
永
頃
に
活
躍
し
、
三
役
（
大

関
・
関
脇
・
小
結
、
こ
の
時
代
ま
だ
横
綱
は
な
い
）
に
付
い
た
力
士
で
あ
り
ま

し
た
。

『
花
洛
細
見
圖
』
つ
づ
き

古
川
　
千
佳

■
新
収
資
料
紹
介

か

ら
く

さ
い

け
ん

ず



『
花
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細
見
圖
』
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巻
八
に
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
南
都
東
大
寺
に
倣
っ
て
京
の
大
仏
建
立
が
行

わ
れ
た
も
の
の
、
大
小
の
地
震
に
よ
っ
て
造
営
と
崩
壊
を
繰
り
返
し
て
き
た
方

広
寺
の
再
建
さ
れ
た
大
仏
殿
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
寛
文
年
間
の
地
震
の

あ
と
の
仏
の
修
補
に
つ
い
て
近
頃
の
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
大
仏
殿（
現
在
の
京
都
国
立
博
物
館
の
あ
た
り
）も
今
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
三
十
三
間
堂
、
智
積
院
、
泉
涌
寺
、
東
福
寺
、
伏
見
稲
荷
、

藤
森
、
深
草
祭
な
ど
現
在
も
観
光
地
と
し
て
に
ぎ
わ
う
名
が
多
い
よ
う
で
す
。

巻
九
に
は
寺
領
二
千
三
十
石
の
東
寺
を
は
じ
め
と
す
る
大
寺
院
が
並
ん
で
は

い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
紙
数
を
割
い
て
い
る
の
は
寺
領
四
十
石
の
壬
生
寺
で
す
。

代
表
的
な
演
目
が
紹
介
さ
れ
た
壬
生
狂
言
の
記
事
は
人
気
も
高
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
、
や
は
り
上
下
二
段
取
り
で
す
。

巻
十
は
寺
数
と
し
て
は
本
国
（
圀
）
寺
、
西
本
願
寺
、
東
本
願
寺
の
三
寺
で

す
が
、
本
国
寺
を
定
宿
と
し
て
い
た
朝
鮮
通
信
使
の
様
子
が
い
き
い
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
は
都
合
十
二
回
、
そ
の
う
ち

第
七
回
（
正
使
・
尹
趾
完
）
の
天
和
二
（
一
六
八
二
）
年
の
記
事
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
堀
川
五
条
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
本
国
寺
は
朝
鮮
通
信
使
の
定

宿
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
定
宿
と
い
っ
て
も
鴻
臚
館
（
こ
う
ろ
か
ん
）
と
あ
る

よ
う
に
外
交
、
交
易
の
迎
賓
館
と
も
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
し
た
。
本
国
寺
境
内

の
図
に
付
し
て
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
の
図
に
六
葉
も
割
か
れ
て
い
ま
す
。

十
数
年
に
一
度
お
目
に
か
か
れ
る
外
国
人
の
行
列
で
す
か
ら
と
て
も
興
味

津
々
の
記
事
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
際
の
使
節
団
は
朝
鮮
人
で
す
が
、

当
時
は
ア
ジ
ア
系
外
国
人
を
総
称
し
て
唐
人
と
よ
ぶ
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
の
で
そ
の
よ
う
な
見
出
し
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
上
下
二
段
取
り
で
、

上
段
に
通
信
使
の
隊
列
を
、
下
段
に
は
鴻
臚
館
内
に
座
し
た
様
子
お
よ
び
随
行

の
曲
馬
乗
の
技
と
見
物
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
な
か
に

「
唐
人
来
朝
の
年
よ
り
今
寶
永
二
年
ま
て
・
・
・
」
の
一
文
が
あ
り
、『
花
洛
細

見
圖
』
が
宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
頃
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

巻
十
一
に
は
五
条
天
神
、
因
幡
堂
お
よ
び
海
佛
、
御
影
堂
、
若
宮
八
幡
、
建

仁
寺
お
よ
び
木
遣
り
、
四
条
芝
居
小
屋
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
仁
寺
木
遣

り
の
図
で
は
開
山
の
禅
師
栄
西
と
力
を
出
す
と
き
の
か
け
声
の
由
来
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
、
芝
居
小
屋
で
は
こ
れ
ま
た
上
下
二
段
取
り
の
三
葉
に
都
万
太
夫
座

（
初
代
坂
田
藤
十
郎
の
居
た
小
屋
）
の
入
口
付
近
や
観
客
席
、
舞
台
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
向
こ
う
一
年
間
の
出
演
役
者
の
お
披
露
目
で
あ
っ
た

顔
見
世
の
図
で
は
、
歌
舞
伎
の
年
度
始
め
が
十
一
月
一
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
現
在
南
座
の
顔
見
世
が
き
り
の
よ
い
十
二
月
一
日
で
は
な
く
十
一

月
三
十
日
か
ら
始
ま
る
の
は
こ
の
名
残
で
す
。
ま
た
芝
居
小
屋
で
は
歌
舞
伎
だ

け
で
は
な
く
、
人
形
遣
い
や
軽
業
な
ど
様
々
な
見
せ
物
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

巻
十
二
に
は
誓
願
寺
、
六
角
堂
お
よ
び
立
花
、
極
楽
寺
、
神
泉
苑
お
よ
び
五

位
鷺
、
二
条
城
と
武
家
礼
儀
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
泉
苑
に
降
り
立
つ
鷺

に
与
え
ら
れ
た
爵
位
の
故
事
は
謡
曲
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

巻
十
三
に
は
上
御
霊
、
下
御
霊
、
革
堂
、
聖
護
院
お
よ
び
山
伏
峯
入
が
、
巻

十
四
に
は
相
国
寺
、
妙
顯
寺
、
大
徳
寺
、
大
宮
、
今
宮
、
七
野
社
、
引
接
寺

（
千
本
閻
魔
堂
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
巻
に
描
か
れ
て
い
る
地
は
本
学

の
周
り
で
と
て
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

最
後
の
巻
十
五
は
「
風
流
絵
本
出
来
之
分
」
と
し
て
本
書
の
版
元
で
あ
る
寺

町
通
の
繪
本
書
肆
・
金
屋
平
右
衛
門
の
出
版
広
告
一
葉
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
巻
に
は
北
野
社
、
観
世
一
代
能
、
平
野
社
、
鹿
苑
寺
、
等
持
院
、
龍
安
寺
、

妙
心
寺
と
つ
づ
き
、
目
録
（
目
次
）
に
は
な
い
御
室
仁
和
寺
で
締
め
く
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
本
学
文
学
部
長
友
千
代
治
教
授
に
は
数
知
れ
ぬ
ほ
ど
ご
教
示

い
た
だ
い
た
こ
と
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
首
席
専
門
員
・
ふ
る
か
わ
　
ち
か
）
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﹇
祇
園
社
﹈

清
和
天
王
貞
観
年
中
に
山
州
愛
宕
郡
八
坂
の
郷
に
は
し
め
て
鎮
座
也

き
お
ん
の
社
領
百
六
石
余

是
よ
り
東
丸
山
長
ら
く
し
　
さ
う
り
ん
し
東
本
願
寺
御
は
か
所
な
と
へ
の
道
す
じ

此
西
東
を
き
お
ん
は
や
し
と
い
ふ
　
本
名
祇
陀
園
な
り

此
う
し
ろ
み
な

き
お
ん
は

や
し
と
い
ふ

ち
お
ん
ゐ
ん
三

条
な
と
へ
ぬ
け

道
あ
り

﹇
祇
園
社
つ
づ
き
﹈

第
一
の
社
中
の
間
は
素
戔
嗚
尊
　
第
二
西
の
間
少
将
井
い
な
た
ひ
め

第
三
東
の
間
八
岐
大
蛇

此
す
し
四
条
通
き
お
ん
町

【
六
之
巻
】

※
原
文
に
は
多
数
の
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
本
号
も
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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み
こ
し
は
ら
ひ

五
月
晦
日
の
夜
み
こ
し
一
社
大
和
大
路
迄
出
し
奉
り
水
を
そ
ゝ
ぐ

﹇
夕
涼
﹈

六
月
七
日
よ
り
十
八
日
迄
四
条
川
原
す
ゝ
み
あ
り



（5）

﹇
祭
禮
付
山
鉾
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

せ
ん
ぢ
や
う
し
の
か
さ
ぼ
こ
　
　
　
み
ぶ
よ
り
は
や
し
か
た
の
も
の
ど
も
い
づ
る

あ
し
か
り
山
　
　
あ
し
か
り
の
う
た
ひ
の
心
な
り
　
古
今
著
聞
に
出
る
也

函
谷
ほ
こ
　
　
　
も
ろ
こ
し
の
じ
と
う
が
故
事
よ
り
出
た
り
　
は
う
そ
が
お
と
り
を

か
た
ど
る

郭
巨
山
　
　
　
　
二
十
四
孝
の
く
わ
つ
き
よ
が
故
事
也
　
世
に
か
た
ほ
り
山
と
い
ふ

天
神
山（

下
段
）

六
人
の
ぼ
う
の

し
や

七
ど
は
ん
の
つ

か
ひ

こ
れ
よ
り
つ
る

め
そ
の
ぎ
や
う

れ
つ

﹇
祭
禮
付
山
鉾
﹈

（
上
段
）

六
月
七
日
御
出

長
刀
鉾
　
　
な
き
な
た
は
三
条
小
か
ち
宗
近
か
打
た
る
つ
る
き
也

此
な
き
な
た
あ
ま
り
れ
い
け
ん
あ
ら
た
な
る
ゆ
へ
今
の
は
法
橋
い
つ
み

の
か
み
来
金
道
か
作
に
と
り
か
へ
て
か
さ
る
也

占
出
山
　
　
こ
れ
は
神
功
皇
后
三
か
ん
を
し
つ
め
ん
た
め
に
松
ら
川
に
て
あ
ゆ
を
つ

り
て
う
ら
な
ひ
と
し
給
ふ
て
い

太
子
山

六
か
く
と
う
の

は
し
め
は
は
や

し
な
り
し
を
太

子
は
た
の
ま
も

り
か
け
を
き
て

ゆ
あ
み
し
た
ま

ひ
し
故
事
也

木
賊
山

仲
正
の
哥
の
と

く
さ
か
る
そ
の

は
ら
や
ま
の
こ

の
ま
よ
り
み

か
ゝ
れ
出
ル
秋

の
よ
の
月
　
と

い
ふ
哥
の
心
也

月
鉾

孟
宗
山

二
十
四
孝
の
ま

う
そ
う
の
故
事

也
　
た
か
ん
な

山
と
も
い
ふ

（
下
段
）

六
月
七
日
さ
い
れ

い
同
十
四
日
　
同
前

さ
う
し
き
の
き
や

う
れ
つ



『
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﹇
祭
禮
付
山
鉾
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

白
楽
天
山
　
　
て
う
ぐ
わ
せ
ん
じ
の
ら
く
て
ん
と
ほ
う
も
ん
の
て
い
也

菊
水
ほ
こ
　
　
も
ろ
こ
し
の
じ
と
う
山
に
す
て
ら
れ
し
時
ほ
け
き
や
う
の
四
句
の
も

ん
を
菊
の
は
に
か
き
た
る
故
事
也

山
ふ
し
山
　
　
じ
や
う
ざ
う
き
そ
の
み
ね
い
り
の
て
い
也

か
さ
ほ
こ
　
　
み
ぶ
よ
り
い
づ
る

庭
鳥
ほ
こ

こ
れ
は
大
江

の
ま
さ
ひ
ら

に
清
少
納
言

か
よ
み
て
お

く
り
し
夜
を

こ
め
て
鳥
の

そ
ら
ね
は
は

か
る
と
も
の

哥
の
心
を
作

れ
り（

下
段
）

じ
ん
め

真
福
寺

竹
之
坊

法
興
院

三
人
か
く
年

﹇
祭
禮
付
山
鉾
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

飛
天
神
山
　
　
　
風
ふ
か
は
の
御
神
縁
に
よ
り
て
つ
く
し
ま
て
梅
の
と
ひ
た
る
て
い

か
ま
き
り
山
　
　
た
う
ら
う
か
斧
を
も
つ
て
り
う
し
や
に
む
か
ふ
か
如
し
と
い
ふ
斉

の
荘
公
か
故
事
也

花
ぬ
す
ひ
と
　
　
保
生
（
昌
か
？
）
式
部
が
大
内
の
梅
を
ぬ
す
み
し
て
い
也

琴
破
山
　
　
　
　
伯
牙
か
知
音
と
い
ふ
故
事
よ
り
出
た
り

放
下
鉾

世
に
あ
ほ
う

ほ
こ
と
い
ふ

人
形
た
な
に

は
う
か
し
の

人
形
あ
り

岩
戸
山

あ
ま
の
い
は

と
の
て
い

（
下
段
）

山
ふ
し
き
や
う

れ
つ

本
願
成
就
院



（7）

﹇
祭
禮
付
山
鉾
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

淨
妙
山
　
　
　
此
山
は
宇
治
川
の
か
せ
ん
の
時
つ
ゝ
ゐ
の
し
や
う
め
う
か
か
し
ら
ヲ

お
さ
へ
一
ら
い
ほ
う
し
か
こ
へ
た
る
て
い
な
り

役
行
者
山
　
　
ゑ
ん
の
小
角
か
つ
ら
き
山
に
て
鬼
神
を
し
た
か
へ
給
ふ
て
い

八
ま
ん
山

鯉
山
　
　
　
　
り
う
も
ん
と
い
ふ
た
き
へ
こ
ひ
の
の
ぼ
る
て
い

鷹
山世

に
樽
お
ひ

山
と
い
ふ

た
か
の
ゝ
て

い
也

舟
鉾し

ん
ぐ
う
く

は
う
ぐ
う
三

か
ん
を
た
い

ら
げ
帰
朝
の

て
い（

下
段
）

第
二
　
八
大
わ

う
し

第
三
　
少
将
井

﹇
祭
禮
付
山
鉾
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

六
月
七
日
の
山
鉾
の
見
送
り

舟
鉾
　
　
　
　
是
は
神
功
皇
后
三
か
ん
を
退
治
の
た
め
出
陣
の
て
い

鬼
は
わ
た
づ
み
の
神
　
か
ん
し
ゆ
ま
ん
し
ゆ
を
た
て
ま
つ
る
て
い
也

六
月
十
四
日
山
の
次
第

橋
弁
慶
山
　
　
よ
し
つ
ね
と
弁
慶
五
条
の
は
し
に
て
主
従
の
け
い
や
く
せ
し
時
の
故

事
也

黒
主
山

世
に
さ
い
き
や

う
さ
く
ら
と
も

い
ふ
　
是
は
つ

ら
ゆ
き
古
今
の

序
に
大
と
も
の

黒
ぬ
し
が
哥
を

ひ
は
ん
せ
し
詞

よ
り
出
た
り

観
音
山

こ
れ
は
ふ
だ
ら

く
の
六
く
わ
ん

お
ん
の
内
や
う

り
う
く
わ
ん
お

ん
の
ざ
う
に
て

ゑ
し
ん
の
そ
う

づ
の
さ
く
也

鈴
鹿
山

す
ゝ
か
の
立
ゑ

ほ
し
と
い
ふ
鬼

を
た
い
ち
の
て

い
（
下
段
）

御
神
劔

第
一
　
牛
頭
天
皇

す
さ
の
お
の
み

こ
と
也
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東
山
安
居

花
洛
人
弥
生
の
比
は
此
邊
に
来
り
て
遊
山
の
景
地
也
　
と
り
わ
け
藤
の

名
所
な
れ
は
盛
の
比
は
ひ
と
し
ほ
の
賑
ひ
也

高
臺
寺

寺
領
五
百
石

慶
長
年
中
に
太
閤
関
白
秀
吉
公
に
北
の
政
所
こ
ん
り
う
ぼ
た
い
所
也

は
じ
め
は
洞
家
今
は
柴
家
に
て
建
仁
寺
の
末
寺
な
り

い
に
し
へ
自
然
居
士
す
ま
れ
た
る
雲
居
寺
の
旧
跡
な
り

さ
き
に
は
淨
蔵
貴
所
の
住
所
な
り
け
り
と
か
や

【
七
之
巻
】
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八
坂
の
塔

此
さ
と
の
い
ろ
あ
る
む
す
め
さ
ま

の
し
な
を
つ
け

お
も
ひ

に
ふ
り
つ
け
を
た
し
な
み
ま
け
し
お
と
ら
し
と

を
と
る
事
な
り

霊
山
正
法
寺

寺
領
廿
三
石
五
斗

傳
教
大
師
の
開
基
　
中
興
國
阿
上
人
　
此
上
人
は
大
ぼ
だ
い
心
あ
り
　
じ
ひ
ふ
か
く

伊
勢
大
神
宮
へ
足
駄
は
き
て
日
参
す
　
あ
る
時
道
中
に
女
の
屍
あ
り
け
る
を
あ
は
れ

み
て
う
づ
み
通
り
給
へ
り
　
か
の
女
は
太
神
宮
化
し
て
上
人
の
心
を
た
め
し
給
ふ
と

な
り
　
上
人
重
穢
の
お
と
が
め
を
恐
れ
下
向
せ
ん
と
し
給
ふ
に
く
る
し
か
ら
ず
と
つ

げ
あ
り
け
れ
ば
す
ぐ
に
参
宮
あ
り
し
　
此
故
に
参
宮
の
人
は
首
途
の
前
日
此
上
人
に

参
り
ぬ
れ
ば
忌

あ
る
も
の
も
の

が
る
ゝ
と
ぞ

此
山
の
坊
舎
は

惣
て
都
人
の
會

合
に
借
さ
し
む

事
日
夜
を
わ
か

た
ず
　

本
尊
阿
弥
陀
佛

ま
し
ま
す
に
つ

こ
と
わ
ら
い
給

へ
る
御
口
よ
り

白
き
歯
の
見
ゆ

る
ゆ
へ
に
世
に

歯
佛
と
号
す



『
花
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』

（10）

音
羽
山
清
水
寺

寺
領
百
三
十
四
石
余

清
水
寺
内

弘
仁
天
皇
の
御
宇
宝
亀
十
一
年
の
草
創
ゑ
ん
ち
ん
上
人

夢
に
よ
り
て
造
営
と
い
ふ

又
あ
る
せ
つ
に
田
村
将
軍
大
同
二
年
し
ゆ
く
ぐ
は
ん
に
よ
つ
て
私
宅
を
こ
ぼ
ち
わ
た

し
て
こ
ん
り
う
と
も
い
ふ
　
本
尊
楊
柳
く
は
ん
を
ん
奥
院
千
手
く
わ
ん
お
ん
地
主
ご

ん
げ
ん
本
堂
の
う
し
ろ
鎮
守
也

其
比
阿
べ
の
高
麿
む
ほ
ん
せ
し
か
ば
田
村
丸
ち
よ
く
を
う
け
て
い
く
さ
に
む
か
ふ
に

た
む
ら
丸
の
陣
中
に
う
つ
く
し
き
法
師
と
う
る
は
し
き
男
と
二
人
あ
ら
は
れ
て
き
の

矢
を
ひ
ろ
ふ
て

田
村
丸
に
あ
た

へ
賊
軍
を
追
ま

く
り
け
れ
ば
つ

ゐ
に
高
丸
う
た

れ
侍
べ
り
か
い

ぢ
ん
の
後
　
宝

殿
を
ひ
ら
き
見

る
に
　
び
し
や

も
ん
ち
そ
う
の

木
像
矢
疵
刀
疵

有
　
い
よ

信
心
を
お
こ
し

帝
に
奏
し
て
勅

願
所
と
な
せ
り

と
云
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清
水
地
主
権
現
祭

此
ま
つ
り
は
四
月
九
日
な
り
　
い
に
し
へ
白
山
通
五
条
の
北
に
御
旅
所
あ
り

今
は
経
書
堂
の
ま
へ
に
み
こ
し
を
す
ゑ
奉
る
は
お
た
び
所
の
こ
ゝ
ろ

な
る
へ
し
や

六
道
珍
篁
寺

と
し
こ
と
の
文
月
九
日
十
日
に
し
は
か
な
ら
す
諸
人
此
と
こ
ろ
に
さ
ん
け
い
を
な
し

か
う
や
ま
き
を
か
ひ
む
か
へ
か
ね
を
つ
き
て
せ
う
れ
う
を
む
か
へ
て
か
へ
る
と
い
ひ

な
ら
は
し
た
り

此
こ
と
お
の
ゝ
た
か
む
ら
ぢ
ん
じ
や
な
り
け
る
に
よ
り
て
い
つ
も
こ
ゝ
に
き
た
り
給

ひ
て
此
と
こ
ろ
よ
り
め
い
と
へ
か
よ
ひ
た
ま
ひ
け
り
と
か
や

今
に
く
ん
し
ゆ
す
る
は
此
ゆ
へ
な
り
と
そ
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補
陀
洛
山
六
波
羅
密
寺

寺
領
七
拾
石
余

村
上
天
皇
の
御
宇
天
暦
五
年
空
也
上
人
の
開
基
と
し
て
應
和
三
年

八
月
に
供
養
を
と
げ
ら
る

本
尊
十
一
め
ん
く
は
ん
を
ん
湛
慶
の
作
御
長
八
尺
の
像
な
り

此
か
た
は
ら
に
鬘
巻
の
地
蔵
と
て
立
給
へ
り

又
平
相
国
清
盛
入
道
淨
海
の
木
像
あ
り

﹇
相
撲
﹈

（
上
段
）

（
下
段
）

あ
ら
川
團
藏
　
　
　
竹
熊
弥
太
八
　
　
　
　
　
唐
竹
茂
次
之
丞
　
錦
龍
田
右
衛
門

今
川
三
太
左
衛
門
　
か
け
は
し
木
曽
之
助
　
　
立
山
利
太
夫
　
　
松
山
左
五
左
衛
門

あ
ら
岩
龍
之
介
　
　
荒
砂
長
太
夫
　
　
　
　
　
大
山
次
郎
右
衛
門

胴
つ
き
　
ね
ぢ
右
衛
門
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方
廣
寺
大
佛
殿

大
仏
殿
の
前
に
塚
あ
り
耳
塚
と
名
づ
く
文
禄
元
年
太
閤
秀
吉
公
か
う
ら
い
國
を
せ
め

打
ち
給
ふ
小
西
摂
津
守
加
藤
肥
後
守
を
大
将
と
し
て
数
万
の
軍
兵
を
打
取
首
を
日
本

へ
わ
た
さ
ん
事
大
造
な
れ
ば
耳
を
そ
ぎ
て
を
く
り
此
所
に
う
づ
み
て
耳
塚
と
云
と
也

﹇
大
佛
殿
つ
づ
き
﹈

後
陽
成
院
天
正
十
六
年
豊
臣
太
閤
秀
吉
公
建
立
　
再
興
は
同
御
子
秀
頼
公
也

南
都
大
佛
殿
に
準
ぜ
ら
る
　
金
銅
十
六
丈
の
盧
舎
那
佛
立
ら
れ
し
か
共
つ
ゐ
に

く
や
う
な
か
り
き
　
近
頃
寛
文
の
年
仏
の
肩
や
ぶ
れ
け
れ
ば
修
補
す
べ
き
事
は
か
な

ふ
ま
し
き
よ
し
鋳
師
仏
工
申
に
よ
つ
て
古
仏
は
取
の
け
　
木
像
に
作
ら
せ
ら
る

此
し
げ
み
松
の
丸
殿
き
う
せ
き

【
八
之
巻
】
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﹇
三
十
三
間
堂
﹈

鳥
羽
院
の
御
願
と
し
て
備
前
守
平
の
忠
盛
承
り
て
奉
行
し
三
十
三
間
に

堂
を
た
て
一
千
一
躰
の
く
は
ん
お
ん
を
安
置
せ
ら
る

天
正
元
年
三
月
十
三
日
に
く
や
う
あ
り
　
有
説
に
棟
木
た
ゞ
一
本
に
て
侍
り
と
い
ふ

東
む
き
に
た
て
ゝ
南
北
六
十
六
間
を
二
間
に
は
し
ら
を
立
た
れ
ば
世
に
卅
三
間
と
い

ふ
　
い
つ
の
比
よ
り
や
堂
の
う
し
ろ
西
の
庇
に
て
数
矢
を
は
な
ち
弓
勢
矢
筋
の
こ
ぶ

し
を
た
め
す
事
に
な
り
ぬ

﹇
智
積
院
﹈

寺
領
五
百
石

慶
長
年
中
豊
臣
秀
吉
公
こ
ん
り
う
妙
心
寺
の
南
化
和
尚
開
祖
と
し
て

祥
雲
寺
と
稱
す
そ
の
ゝ
ち
紀
州
根
来
の
覚
鑁
上
人
の
祖
流
と
し
て
真
言
寺
也
　

院
主
は
学
智
高
徳
の
人
を
え
ら
ひ
て
学
寮
の
僧
に
し
な
ん
講
肆
を
も
つ
は
ら
と
す
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泉
涌
寺

寺
領
六
百
八
十
一
石

斉
衡
三
年
の
草
創
　
法
輪
寺
と
号
す
　
左
大
臣
緒
嗣
公
の
造
立
　

其
後
順
徳
院
の
御
宇
建
保
五
年
大
和
守
信
房
　
正
法
寺
の
俊

開
祖
と
し
て

仙
遊
寺
と
あ
ら
た
め
後
に
泉
涌
寺
と
な
づ
く

再
興
後
鳥
羽
院
　
禅
律
真
言
を
兼
ぬ
る

惠
日
山
東
福
寺

寺
領
千
二
百
十
四
石

四
条
院
の
御
宇
延
應
元
年
九
条
道
家
公
こ
れ
を
さ
う

か
い
さ
ん
聖
一
國
師

聖
一
は
法
の
諱
は
弁
圓
　
字
は
圓
尓
と
号
す
　
す
る
が
の
國
藁
科
と

い
ふ
と
こ
ろ
の
人
な
り
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﹇
東
福
寺
つ
づ
き
﹈

十
五
才
よ
り
仏
学
に
才
智
あ
り
　
十
八
才
に
し
て
し
ゆ
つ
け
し
下
野
國
長
楽
寺
の
栄

朝
に
仏
心
別
傳
の
道
を
と
ひ
嘉
禎
元
年
に
入
唐
し
経
山
に
い
た
り
無
準
に
あ
ふ
て
悟

道
を
き
は
め
　
仁
治
二
年
七
月
に
帰
朝
し
給
へ
り

東
福
寺
開
山
忌

毎
年
通
天
橋
の
紅
葉
の
比
は
開
山
聖
一
の
忌
日
と
て
十
月
十
六
日
に
法

あ
り

も
み
ぢ
の
さ
か
り
に
し
て
い
つ
も
此
所
に
つ
き
ぬ
な
が
め
の
興
あ
り
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稲
荷

社
領
百
六
石

元
明
天
皇
和
銅
年
中
に
此
神
始
て
伊
奈
利
山
に
現
す

其
後
空
海
東
寺
を
こ
ん
り
う
せ
し
時
門
外
に
稲
を
荷
る
翁
に
あ
ひ
て

番
匠
の
餉
を
ま
ゐ
ら
せ
ら
る
　
い
ね
を
に
な
へ
る
ゆ
へ
に
稲
荷
と
い

ふ
と
な
り

稲
荷
祭

此
ま
つ
り
は
毎
年
三
月
午
の
日
に
御
旅
所
へ
神
輿
を
出
し
奉
り

同
四
月
夘
の
日
祭
礼
の
儀
式
あ
り
　
氏
子
の
若
者
共
大
母
衣
を
負
　

強
勢
を
祈
る
其
の
外
の
ね
り
物
や
く
の
美
を
つ
く
し

神
慮
を
す
ゞ
し
め
見
物
人
の
一
興
を
も
よ
ほ
す
と
か
や
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藤
森

社
領
二
百
石

稱
徳
天
皇
神
護
景
雲
に
山
城
國
に
造
営

天
平
宝
字
三
年
に
崇
道
盡
敬
皇
帝
と
追
号
あ
り

親
王
の
妃
に
大
夫
人
と
贈
追
あ
り

祭
礼
は
五
月
五
日
也

深
草
祭

光
仁
て
ん
わ
う
の
御
と
き
異
国
の
蒙
古
せ
め
来
る
よ
し
き
こ
へ
し
か
は

早
良
親
王
を
大
将
軍
と
し
て
勅
に
し
た
が
ひ
打
立
ん
と
し
給
ふ
に
當
社
に

き
せ
ひ
し
給
ひ
五
月
五
日
出
陣
し
給
ひ
し
か
は
神
威
し
る
し
あ
り
て

蒙
古
一
戦
に
お
よ
は
す
ほ
ろ
ひ
う
せ
け
り

其
と
き
の
軍
勢
の
さ
ま
を
ま
な
ひ
け
る
と
也
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東
寺

寺
領
弐
千
三
十
石

桓
武
天
皇
の
御
こ
ん
り
う
　
大
内
の
羅
城
門
の
ひ
か
し
に
あ
た
れ
り

嵯
峨
天
皇
の
御
宇
弘
仁
十
四
年
正
月
に
空
海
に
給
は
る

當
寺
本
佛
は
薬
師
如
来
　
講
堂
は
仁
王
秘
法
の
蜜
佛
也

大
通
寺

寺
領
二
百
八
拾
石

源
実
朝
公
北
の
政
所
二
位
の
尼
は
じ
め
て
こ
ん
り
う

さ
ね
と
も
は

が
岡
社
参
の
夜
悪
禅
師
公
暁
に
こ
ろ
さ
れ
給
ふ

御
臺
は
御
餝
を
お
ろ
し
て
此
所
に
住
給
ふ
　
よ
つ
て
俗
に
尼
寺

と
号
す
と
い
へ
り

此
庭
絶
景
の
地
也

【
九
之
巻
】
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六
宮
權
現

六
孫
王
経
基
社
　
遍
照
心
院
の
鎮
守
也

経
基
は
貞
純
親
王
の
御
子
な
り
　
は
じ
め
て
源
氏
を
給
は
り
し
時
日
本
の
大
将
ぐ
ん

武
士
の
と
う
り
や
う
た
る
べ
し
と
て
白
は
た
一
な
が
れ
ら
て
ん
の
御
け
ん
一
ふ
り
た

ま
は
り
　
本
よ
り
弓
馬
に
達
し
そ
の
い
天
下
に
ふ
る
ふ
　

村
上
天
皇
天
徳
二
年
十
一
月
廿
四
日
に
四
十
壱
才
と
な
ら
せ
給
ふ
八
尺
の
龍
と
な
り

西
八
条
の
池
に
す
み
給
ふ
と
い
へ
り
今
に
六
そ
ん
わ
う
の
や
し
ろ
あ
り﹇

嶋
原
體
﹈

（
３
葉
分
欠
落
）

壬
生
寺

寺
領
四
十
石
余

稱
徳
天
皇
の
御
宇
鑑
真
和
尚
の
か
い
き
　
往
古
は
律
院
に
し
て
西
大
寺
派
也

今
は
真
言
の
僧
こ
れ
を
守
　
寺
に
鑑
真
の
像
あ
り
　
あ
や
ま
つ
て
夜
叉
神
と
云

當
寺
の
名
四
つ
あ
り
　
小
三
井
寺
　
宝
幢
三
昧
寺
　
壬
生
寺
　
地
蔵
院



（21）

﹇
狂
言
﹈

（
上
段
）

此
寺
の
き
や
う
け
ん
の
は
し
め
に
か
な
ら
ず
猿
を
ま
ね
ひ
て

つ
な
わ
た
り
を
す
る
事
壬
生
寺
に
か
き
る
故
あ
り
と
そ

（
下
段
）

お
け
と
り
の
お

ん
な
を
道
心
者

の
み
そ
め
て
さ

ま

く
と
き

お
と
し
て
妻
と

す
る
を
は
し
め

の
妻
ね
た
み
て

う
は
な
り
す
る

て
い
也

あ
さ
ひ
な
め
い

と
へ
ゆ
き
て
鬼

と
も
を
い
さ
め

ゑ
ん
ま
王
に
わ

ひ
こ
と
さ
せ
る

て
い
也

﹇
狂
言
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

こ
ん
く
わ
い
の
き
や
う
け
ん
を
や
つ
し
て
き
つ
ね
つ
り
を

わ
な
へ
か
ゝ
ら
せ
き
つ
ね
は
か
へ
る
て
い
を
す
る
也

も
み
ち
か
り
の
能
を
や
つ
し
て
き
や
う
け
ん
に
し
た
る
も
の
也

（
下
段
）

ゆ
た
て
す
る
ま

ね
を
き
や
う
け

ん
に
や
つ
し
て

さ
ま

の
た

う
け
あ
り

か
き
さ
い
に
ん

と
い
ふ
き
や
う

け
ん
を
や
つ
し

て
さ
ま

お

か
し
き
し
よ
さ

を
そ
へ
た
る
き

や
う
け
ん
也



『
花
洛
細
見
圖
』

（22）

﹇
狂
言
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

さ
と
う
の
ね
う
は
う
を
さ
る
ひ
き
に
と
ら
れ
さ
と
う
は

わ
か
つ
ま
と
お
も
ひ
て
さ
る
を
ひ
い
て
か
へ
る
て
い

あ
ふ
ひ
の
う
へ
の
能
を
や
つ
し
た
る
き
や
う
け
ん
な
り

（
下
段
）

な
わ
な
い
と
い

ふ
き
や
う
け
ん

や
つ
し
た
り

た
ん
な
の
も
た

せ
た
る
さ
く
ら

又
こ
し
の
か
た

な
を
ぬ
す
人
に

と
ら
れ
け
る
を

た
ん
な
見
つ
け

て
と
ら
へ
け
る

を
し
は
ら
せ
ん

た
め
に
に
は
か

に
わ
ら
を
う
つ

て
い
也

さ
い
に
ん
を
見

つ
け
お
に
と
も

い
ろ

さ
い

な
む
所
へ
ち
さ

う
ほ
さ
つ
た
す

け
給
ふ
て
い
也

大
光
山
本
國
寺

寺
領
百
五
拾
五
石
余

後
醍
醐
天
王
の
御
宇
こ
ん
り
う
　
日
れ
ん
上
人
上
足
の
弟
子

日
ら
う
上
人
の
か
い
き
の
所
也

法
花
名
者
　
福
不
可
量
の
地
な
り
し

【
十
之
巻
】



（23）

﹇
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
﹈

（
上
段
）

朝
鮮
人
日
本
へ
来
朝
の
事
　
数
度
な
り
と
い
へ
と
も
と
り
わ
き

ち
か
き
と
し
の
た
め
し
を
い
は
ゝ
天
和
二
年
七
月
に
我
か
朝
に

使
を
つ
か
は
し
て
さ
ま

の
寳
を
み
つ
き
に
さ
ゝ
く

し
は
ら
く
洛
陽
西
ほ
り
河

（
下
段
）

徒
事
ほ
く
け
い

し
ゆ
ん

副
使
り
げ
ん
か

う正
使
い
ん
と
く

わ
ん

﹇
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

本
國
寺
を
鴻
臚
館
と
し
て
異
朝
人
を
と
ゝ
め
て
な
く
さ
ま
し
む

そ
れ
よ
り
江
戸
に
く
た
り
台
命
を
う
け
て
つ
か
れ
を
や
す
め
し
め

給
ふ
う
ち
江
戸
つ
め
の

（
下
段
）

唐
人
来
朝
の
年

よ
り
今
寶
永
二

年
ま
て
二
十
四

年
に
な
る

詩
に
も
胡
児
十

歳
に
し
て
能
馬

に
乘
と
つ
く
り

し
こ
と
く

今
こ
の
朝
鮮
人

も
馬
に
の
る
事

を
よ
く
た
ん
れ

ん
し
て
此
た
ひ

の



『
花
洛
細
見
圖
』

（24）

﹇
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

大
名
に
お
ほ
せ
あ
り
て
武
藝
弓
矢
の
た
つ
し
や
を
く
ら
へ
あ
る
ひ
は

弘
文
院
の
儒
者
　
洛
陽
五
山
の
禅
僧
詩
人
を
め
し
あ
つ
め
て
詩
を

（
下
段
）

し
よ
さ
に
も
さ
ま

の
き
よ
く
の
り
を
し
て
御
め
に
か
け
け
る

む
ま
に
の
り
な
か
ら
む
ま
の
し
た
は
ら
を
く
ゝ
る

﹇
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

つ
く
ら
せ
哥
を
よ
ま
せ
お
の

学
文
の
ほ
と
を
た
め
し

（
下
段
）

む
ま
の
た
つ
な
を
は
な
し
て
か
け
い
た
す
う
ち
に

す
つ
く
り
と
た
ち

む
ま
の
か
け
る
内
に
す
き
た
ち
す
る



（25）

﹇
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

か
す

の
御
も
て
な
し
　
さ
ま

の
御
ほ
う
ひ
と
も
あ
り
け
れ
は

異
国
の
も
の
と
も
大
に
よ
ろ
こ
ひ

（
下
段
）

む
ま
の
か
け
る
う
ち
地
に
お
と
し
た
る
あ
ふ
き
を
ひ
ら
ふ

む
ま
の
か
け
る
う
ち
ち
う
か
へ
り
す
る

﹇
唐
人
来
朝
付
曲
馬
乗
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

さ
ま

御
れ
い
の
こ
ゝ
ろ
を
詩
に
つ
く
り
て
さ
し
あ
け
け
る

す
な
は
ち
そ
の
詩
哥
を
か
き
た
る
書
を
筆
談
と
な
つ
け
て
世
に
お
こ
な
は
る

（
下
段
）

む
ま
を
た
ゝ
せ
て
の
り
た
る
人
よ
こ
に
た
つ

そ
の
ほ
か
さ
ま

の
き
よ
く
の
り
筆
に
つ
く
し
か
た
し



『
花
洛
細
見
圖
』
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西
本
願
寺寺

領
四
十
石

正
親
町
院
の
御
宇
天
正
十
九
年
に
は
し
め
て
こ
ん
り
う

か
い
さ
ん
は
親
鸞
上
人
也
俗
姓
藤
原
氏
太
織
冠
十
八
世
の
孫

皇
太
后
宮
大
進
有
範
の
子
也

龜
山
院
勅
筆
を
賜
て
大
谷
山
本
願
寺
と
号
す

第
十
一
代
顕
如
上
人
の
と
き
門
跡
に
な
さ
れ
し
と
い
ふ

東
本
願
寺

正
親
町
院
御
宇
天
正
十
八
年
に
こ
ん
り
う

本
は
一
寺
に
て
侍
し
を
し
ん
ら
ん
上
人
よ
り
十
一
代
け
ん
に
よ
上
人
の

室
は
細
川
は
る
も
と
の
む
す
め
也
此
人
し
さ
い
あ
り
て
太
閤
ひ
で
よ
し
公
に

訴
て
教
如
上
人
を
隠
居
せ
し
め
ら
る
の
ち
に
東
照
權
現
こ
れ
を
非
分
に

お
ぼ
し
め
し
東
ほ
ん
ぐ
わ
ん
寺
を
と
り
た
て
寺
内
御
寄
附
あ
り

こ
の
ゆ
へ
に
教
如
上
人
は
東
本
願
寺
中
興
の
か
い
さ
ん
と
す



（27）

五
条
天
神

此
御
神
は
天
上
の
御
神
高
皇
産
魂
尊
の
御
子
少
彦
名
命
也

此
芦
原
の
中
國
に
と
ゞ
ま
り
て
素
盞
嗚
尊
と
御
心
を
あ
は
せ
日
本
の
地
行
を
つ
く
り

政
を
さ
た
め
ま
た
諸
薬
を
つ
く
り
民
の
病
く
を
癒
し
給
ふ
御
神
也
　
天
子
御
悩
の
御

時
は
今
も
此
社
に
靭
を
か
け
ら
る
と
か
や

疫
を
は
ら
ふ
薬

を
作
り
給
ふ
ゆ

へ
醫
家
の
租
神

と
す
　
ま
い
ね

ん
せ
つ
ぶ
ん
の

夜
此
や
し
ろ
ま

へ
に
餅
白
朮
を

う
る
也

ら
く
よ
う
の
札

所
な
り

因
幡
堂
平
等
寺

寺
領
四
拾
石

一
条
院
御
宇
長
保
五
年
四
月
七
日
に
こ
ん
り
う
い
な
ば
の
國
司
橘
の

行
平
の
嫡
光
朝
禅
師
建
之

【
十
一
之
巻
】



『
花
洛
細
見
圖
』
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﹇
海
佛
﹈

此
や
く
し
如
来
の
事
人
王
六
十
六
代
の
み
か
と
一
条
の
院
の
御
時
長
徳
三
年

に
い
な
は
の
海
よ
り
り
や
う
し
の
あ
み
に
か
ゝ
り
此
に
よ
ら
い
を

引
あ
け
奉
れ
り
　
そ
の
ゝ
ち
い
な
は
の
く
に
よ
り
み
や
こ
へ
と
ひ
来
り
給
ひ

た
ち
は
な
の
ゆ
き
ひ
ら
の
御
た
ち
に
う
つ
り
給
ふ

い
ま
の
い
な
は
や
く
し
と
申
こ
れ
也

み
ゑ
い
た
う

あ
ふ
き
を
お
り
て
身
を
た
す
く
る
た
ね
と
し

お
と
り
ね
ん
ふ
つ
を
つ
と
め
と
す
る
也



（29）

若
宮
八
幡社

領
八
十
石

後
冷
泉
院
の
御
宇
天
喜
元
年
に
ち
よ
く
に
よ
つ
て
六
で
う
佐
女
牛
に

兼
親
く
は
ん
ぜ
う
す
源
の
頼
之
こ
れ
を
お
こ
な
ふ

東
山
建
仁
寺

寺
領
八
百
八
十
三
石
余

土
御
門
の
院
の
御
宇
建
仁
二
年
征
夷
大
将
軍
源
頼
家
公
こ
ん
り
う

栄
西
禅
師
の
開
基
な
り

ゑ
い
西
は
備
中
國
き
び
つ
宮
の
人
な
り
た
い
な
い
に
や
ど
り
て

八
月
に
し
て
生
る
十
四
才
に
し
て
出
家
し
仁
安
三
年
夏
四
月
に

入
宋
し
そ
の
秋
九
月
に
帰
朝



『
花
洛
細
見
圖
』

（30）

建
仁
寺
（
木
遣
り
）

建
仁
二
年
六
月
け
ん
に
ん
じ
こ
ん
り
う
の
時
大
き
な
る
材
木
お
も
く

し
て
あ
が
ら
ざ
り
け
れ
は
開
山
栄
西
つ
な
ひ
き
の
人
夫
に
お
し
へ
て

我
名
を
よ
は
し
む
る
に
か
ろ

と
し
て
引
事
を
得
た
り

こ
れ
よ
り
今
に
い
た
る
ま
て
お
も
き
物
を
あ
く
る
に
ゑ
う
さ
や
と
い

ふ
は
此
詞
の
な
ま
れ
る
也

﹇
四
条
芝
居
體
﹈

（
上
段
）

ば
は
な
い
か
の
　
き
つ
い
い
り
か
な
　
は
し
ま
つ
た

（
下
段
）

さ
ん
じ
き



（31）

﹇
四
条
芝
居
體
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

霜
月
一
日
か
ほ
み
せ
の
座
つ
き

（
下
段
）

こ
ば
ん
人
形
　
山
本
ひ
だ
の
掾

﹇
四
条
芝
居
體
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

丹
前
ふ
り
だ
し

（
下
段
）

な
ん
き
ん
か
る
わ
さ
龍（
マ
マ
）の
物

只
今
中
か
え
り
の
所



『
花
洛
細
見
圖
』
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﹇
誓
願
寺
﹈

て
ん
ち
天
王
の
御
こ
ん
り
う
開
山
ゑ
を
ん
法
師
の
さ
い
か
う
は
松
の
丸

と
の
本
尊
か
す
か
の
作
淨
土
ふ
か
く
さ
流
儀
の
本
寺
也

六
角
堂

寺
号
は
頂
法
寺
と
い
ふ
　
本
そ
ん
如
意
輪
く
は
ん
お
ん
西
國
十
八
ば
ん
の

札
所
也

開
基
し
や
う
と
く
た
い
し

【
十
二
之
巻
】



（33）

六
角
堂
立
花

池
の
坊
の
亭
に
て
七
夕
の
手
む
け
の
花
を
さ
ゝ
る

諸
国
の
門
弟
あ
つ
ま
り
て
晴
の
は
な
あ
り

ら
く
ち
う
の
き
せ
ん
く
ん
じ
ゆ
す
る
事
也

極
楽
寺

く
う
や
上
人
の
ほ
ん
し
は
こ
く
ら
く
し
と
て
此
寺
家
み
な
さ
い
た
い

け
ん
そ
く
の
身
に
こ
ろ
も
を
き
た
る
や
う
な
る
す
か
た
也

と
し

か
ん
四
十
八
や
の
内
五
三
ま
い
を
め
く
り
て
こ
と
ゝ
せ
り



『
花
洛
細
見
圖
』
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神
泉
苑

寺
領
四
拾
石

桓
武
天
皇
の
御
宇
は
じ
め
て
内
裏
を
都
に
う
つ
さ
る
ゝ
時
に
は
か
に

泉
わ
き
出
池
と
な
る
方
八
町
也
　
天
子
御
遊
ら
ん
の
所
也

正
殿
を
乾
臨
閣
と
号
す
天
長
の
日
で
り
に
く
う
か
い
雨
こ
ひ
の
い
の

り
し
給
ふ
天
ぢ
く
無
熱
池
の
善
女
龍
王
を
く
わ
ん
ぜ
う
あ
り
　
な
が

く
此
池
の
主
と
さ
だ
め
ら
れ
し
こ
と
か
や
　
寺
号
は
護
國
寺
と
云

五
位
鷺

む
か
し
天
王
御
遊
覧
あ
り
し
時
鷺
の
む
れ
ゐ
た
る
を
御
ら
ん
し
六
位
を

召
し
　
あ
の
鷺
と
つ
て
参
れ
と
有
し
時
此
鷺
飛
さ
り
し
か
は
六
位
せ
ん
か

た
な
く
ち
ょ
く
で
う
な
る
そ
帰
れ
と
あ
れ
は
お
り
立
て
人
に
や
す

と

と
ら
れ
け
る
を
御
覧
し
御
か
と
御
感
の
あ
ま
り
五
位
の
爵
を
給
は
り
し
よ

り
鷺
を
ご
い
さ
き
と
名
つ
け
た
り



（35）

二
条
御
城

く
は
ん
む
天
わ
う
御
宇
ゑ
ん
り
や
く
年
中
に
長
岡
の
み
や
こ
を
平
安
城

い
ま
の
京
に
移
さ
る

四
つ
の
海
な
み
し
づ
か
に
民
の
か
ま
ど
は
い
つ
も
に
ぎ

し
う
お
さ

ま
れ
る
御
代
と
か
や

﹇
武
家
礼
儀
﹈

（
上
段
）

御
さ
き
御
と
う
く
そ
れ

の
き
り
や
う
を
み
か
き
お
の

の

御
や
し
き
よ
り
大
下
馬
ま
て
の
き
や
う
れ
つ

あ
ら
た
ま
の
は
る
は
ひ
と
し
ほ
わ
れ
一
と
は
い

お
さ
き
は
や
く
ま
い
れ
と
い
か
つ
ら
し
く
い
ふ
も
お
ち
つ
き
た
る

ふ
し
の
こ
と
は
な
る
へ
し

御
な
き
な
た
一

ゑ
た
ま
ん
な
か

を
ふ
つ
て
ゆ
く

よ
り
は
や
こ
れ

こ
そ
と
の
よ
と

ち
い
も
ば
ゝ
も

め
を
ほ
そ
く
し

て
の
そ
き
た
か

る

（
下
段
）

さ
な
か
ら
御
國

か
ら
う
と
見
え

て
物
こ
と
し
と

や
か
に
御
手
を

出
さ
る
ゝ
も

ひ
と
し
ほ
の
御

は
う
ひ
也

し
し
や
は
そ
れ

の
家
に
お

う
し
て
く
ら
い

を
と
る
と
い
へ

と
も
礼
を
わ
す

れ
す



『
花
洛
細
見
圖
』
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﹇
武
家
礼
儀
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

あ
ら
た
ま
の
は
る
は
た
ち
か
へ
る
と
し
の
い
わ
ゐ
と
て
う
へ

か
た
の

御
わ
か
と
の
に
は
か
す

の
御
た
き
も
り
お
そ
ば
こ
し
や
う
つ
き
し
た
か
い
御
の

り
も
の
ゝ
そ
は
さ
ら
す
　
き
ん
ひ
ら
か
ほ
し
い
よ
り
と
も
か
ふ
て
と
お
ほ
せ
ら
る
ゝ

も
大
み
や
う
の
御
子
な
れ
は
也

そ
れ
よ
り
す
へ

の
御
と
も
ま
は
り
に
は
御
く
す
し
御
か
ち
御
ひ
き
た
る
は

さ
す
か
に
御
家

の
か
さ
り
と
て

三
さ
い
の
と
さ

こ
ま
な
る
へ
し

（
下
段
）

御
國
し
ろ
し
め

す
御
そ
な
へ
と

て
か
な
ら
す
お

ほ
や
う
に
て
ん

ね
ん
と
ゐ
を
そ

な
は
り
給
ふ
も

め
て
た
し

そ
の
つ
き

は
ふ
け
い
を
心

に
か
け
や
す
き

に
ゐ
て
あ
や
う

き
を
わ
す
れ
す

あ
け
く
れ
や
う

ほ
う
を
事
と
し

給
ふ

﹇
武
家
礼
儀
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

お
く
か
ら
う
は
よ
ろ
つ
に
も
の
な
れ
て
な
る
ほ
と
と
し
よ
り
て
人
の

よ
し
あ
し
を
見
わ
け
り
ひ
を
よ
く
お
も
ひ
し
り
た
し
か
よ
し
と
也

と
の
ゝ
御
心
お
ほ
く
は
こ
れ
に
に
る
物
な
る
へ
し

御
と
も
ま
は
り
も
と
し
よ
り
の
た
ん
な
も
ち
た
る
は
す
み
ひ
け
も

物
の
い
ら
ぬ
や
う
に
ち
い
さ
く
し
て
あ
せ
も
か
ゝ
ぬ
や
う
に
た
し
な
む
也

（
下
段
）

や
り
な
き
な
た

の
け
い
こ
あ
る

ひ
は
も
の
ゝ
く

か
た
め
め
ん
を

か
つ
く
も
け
い

こ
の
一
つ
也

ゆ
み
は
わ
か
て

う
の
む
か
し
よ

り
第
一
の
も
て

あ
そ
ひ
ふ
し
た

る
人
の
ま
つ
な

ら
ふ
も
の
な
り

と
そ



（37）

上
御
霊

社
領
九
十
石
余

第
一
吉
備
聖

第
二
崇
道
天
皇
　
第
三
伊
豫
し
ん
わ
う
　
第
四
藤
原
大
夫
人

第
五
橘
大
夫
　
第
六
藤
の
太
夫
　
第
七
文
の
大
夫
　
第
八
火
雷
大
神
　

右
八
所
也

上
御

に
二
座

下
御

に
一
座

也
　
残
五
座
は

洪
水
に
な
が
れ

西
の
岡
に
ち
ん

ざ
と
云
々

下
御
霊

社
領
貮
石
余

桓
武
天
皇
の
御
宇
早
良
太
子
井
上
内
親
王
の

た
ゝ
り
を
な
し
人
民
を
な
や

ま
し
給
ひ
し
か
は
傳
教
大
師
奏
聞
を
と
げ
八
所
を
鎮
座
し
め
給
ふ
と
そ

【
十
三
之
巻
】



『
花
洛
細
見
圖
』

（38）

御
霊
祭
禮

中
京
は
此
御
神
の
葉
す
へ
也
　
御
神

は
中
の
秋
中
の
八
日
榊
に
つ
け
し

猿
多
彦
の
面
を
俗
に
い
へ
る
王
の
鼻
の
た
か
き
も
い
や
し
き
も

惣
て
神
拜
の
色
を
な
す
と
か
や

一
条
革
堂寺

領
二
十
石

行
願
寺
と
号
す
　
往
昔
一
条
院
寛
弘
二
年
に
鎮
西
の
人
行
圓
上
人
み
や
こ
に
の
ぼ
り

頭
に
ほ
う
く
は
ん
を
い
た
ゞ
き
身
に
革
服
を
着
し
千
手
く
は
ん
を
ん
圓
満
陀
羅
尼
を

誦
持
す
　
世
人
こ
れ
を
革
上
人
と
ぞ
い
ひ
け
る

上
人
つ
ね
に
く
は
ん
を
ん
の
像
を
つ
く
ら
は
や
と
念
願
あ
り

木
を
乞
う
け
て
長
八
尺
の
く
は
ん
を
ん
を
作
ら
る
　
上
人
革
服
を
着
て
住
み
け
る

故
に
革
堂
と
い

ふ
と
か
や



（39）

聖
護
院
之
森

宮
様
御
知
行
千
四
百
石
余

東
山
岡
崎
の
西
南
に
有
　
嵯
峨
天
皇
の
御
宇
　
智
證
大
師
か
い
き
の
地
也

城
地
を
は
な
れ
て
き
れ
い
絶
景
の
御
在
所
な
り
し

山
伏
峯
入

（
上
段
）

御
斧
　
御
笈
　
御
な
き
な
た
　

こ
れ
よ
り
諸
国
の
や
ま
ふ
し
　
お
な
し
く
年
行
事

（
下
段
）

山
ふ
し
補
任
の

大
せ
ん
た
ち
壹

人
に
　
と
も
ま

は
り
さ
き
て
六

人
　
こ
し
そ
へ

と
も
ま
は
り
十

ニ
三
人
も
あ
り

若
王
子
大
僧
都

住
心
院
大
僧
正

伽
耶
院
権
僧
正

圓
了
院
大
僧
都



『
花
洛
細
見
圖
』
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﹇
山
伏
峯
入
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

こ
れ
よ
り
く
に

の
年
行
事
六
十
人
　
た
た
し
一
人
に
供
六
人
つ
ゝ

（
下
段
）

坊
官
　
岩
之
坊
法
印

坊
官
衆
六
人
馬
上

﹇
山
伏
峯
入
つ
づ
き
﹈

（
上
段
）

御
先
手
山
伏
衆

御

伽
桶
持

御
門
主
様

（
下
段
）

高
野
山
蓮
華
定

院い
づ
れ
も
騎
馬

薩
摩
蓮
光
院

御
押



（41）

万
年
山
相
國
承
天
禅
寺

寺
領
千
八
百
卅
石
余

後
小
松
院
御
宇
明
徳
三
年
の
草
創
尊
氏
将
軍
三
代
義
満
公

御
こ
ん
り
う
に
て
夢
相
國
師
く
は
ん
じ
や
う
の
と
こ
ろ
也

具
足
山
妙
顯
寺

寺
領
一
石

後
圓
融
院
の
御
宇
建
立
　
ら
く
や
う
法
花
廿
一
ケ
寺
の
第
一
也

開
基
日
像
上
人
　
さ
い
か
う
は
加
賀
の
國
司
黄
門
利
光
卿

中
ご
ろ
三
十
番
神
の
事
を
よ
し
だ
の
兼
倶
が
た
づ
ね
し
を
當
寺
日
具
上
人

返
答
あ
り
　
か
ね
と
も
大
き
に
か
ん
じ
け
り
と
い
ふ

【
十
四
之
巻
】



『
花
洛
細
見
圖
』
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龍
乃
口
御
難

弘
長
元
年
五
月
十
三
日
平
の
重
時
が
謀
と
し
て
相
州
竜
の
口
に
て
誅
せ
ら
る
へ
し
と

て
敷
革
に
座
せ
し
め
け
る
時
日
蓮
心
中
に
題
目
を
と
な
へ
給
へ
ば
天
俄
に
か
き
曇
り

辰
巳
の
方
よ
り
し
ん
と
う
ら
い
て
ん
す
さ
ま
し
く
ひ
ら
め
き
太
刀
を
段
々
に
く
た
き

眼
く
ら
み
た
ま
し
ゐ
を
け
す

け
い
こ
の
武
士
も
落
馬
せ
し
か
は
相
模
の
守
大
に
お
と
ろ
き
上
人
の
死
罪
を
な
た
め

給
ひ
け
り
其
後
後
宇
多
の
院
の
御
宇
壬
午
十
月
十
三
日
武
蔵
國
池
上
左
衛
門
太
夫
宗

仲
か
家
に
て

化
御
年
六
十
一

才
也

龍
寳
山
大
徳
寺

寺
領
二
千
四
石
余

花
園
院
後
醍
醐
天
王
御
崇
敬
の
所
也

大
燈
國
師
開
基



（43）

﹇
禅
僧
﹈

そ
う
し
て
せ
ん
し
う
は
ほ
ん
ら
い
む
一
も
つ
と
い
ふ
を
さ
と
り
て

め
て
た
き
に
な
つ
ま
す
か
な
し
き
を
な
け
か
す
ほ
と
け
を
さ
と
り

そ
し
を
さ
と
る
の
ふ
か
き
な
ら
い
あ
り
と
そ

大
宮
の
森

や
す
ら
ひ
は
な
と
い
ふ
事
　
む
か
し
さ
く
ら
ま
ち
の
中
な
こ
ん
と
い
ひ
し

人
と
し
こ
と
の
は
る
さ
く
ら
の
あ
や
な
く
ち
る
を
お
し
み
給
ひ
て
い
ま
み
や
は

や

し
ん
た
ち
ゆ
へ
に
御
い
ゑ
の
子
を
つ
か
は
し
給
ひ
て
さ
ま

き
せ
い

あ
り
し
か
は
よ
そ
の
花
よ
り
は
ち
る
事
お
そ
く
し
て
廿
日
か
あ
い
た
さ
か
り
也

け
り
と
そ
　
此
ゆ
へ
に
や
す
ら
ひ
花
と
は
安
楽
花
と
書
と
か
や



『
花
洛
細
見
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』
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今
宮

一
条
院
御
宇
正
暦
五
年
ゑ
き
れ
い
は
や
り
て
ら
く
中
ら
く
外
の

人
お
ほ
く
死
し
て
さ
は
が
し
け
れ
ば
御

會
を
舟
岡
に
ま
つ
り
ぬ

又
疫
は
や
り
て
京
都
し
つ
か
な
ら
ざ
り
し
か
ば
此
所
に
社
を
た
て

鎮
ま
つ
り
神
馬
を
ま
い
ら
せ
て
今
宮
と
号
し
御

會
を
は
じ
め

お
こ
な
は
る

﹇
今
宮
つ
づ
き
﹈

御

會
は
五
月
十
五
日
な
り
御
神
事
の
前
七
日
の
間
神
の
御
出
と
て
下
松
と
い
ふ
所

に
御
旅
所
を
さ
だ
め
う
ぶ
す
な
の
人
参
詣
す
さ
い
れ
い
に
は
御
こ
し
三
社
を
ま
つ
る

近
頃
は
愛
塔
の
宮
と
て
小
庇
の
車
に
出
し
絹
し
て
ま
つ
り
渡
す



（45）

今
宮
祭
礼

洛
陽
の
内
聚
楽
西
陣
は
お
し
な
へ
て
み
な
此
御
神
の
氏
子
也

故
に
さ
い
れ
い
に
は
十
二
基
の
鉾
を
い
た
し
御
先
に
た
ち

産
宮
の
人
　
麻
上
下
の
お
り
め
だ
か
な
る
出
立
に
て
け
い
ご
せ
し
め

手
ゝ
に
引
わ
り
竹
の
す
ぐ
な
る
御
代
の
し
る
し
と
ぞ

七
野
社

若
宮
春
日
明
神
と
号
す
　
み
や
こ
の
北
に
七
野
あ
り
其
惣
社
と
し
て

祭
る
御
神
な
る
ゆ
へ
か

七
野
と
は
い
わ
ゆ
る
内
野
　
北
野
　
萩
野
　
蓮
臺
野
　
紫
野
　
上
野
　

平
野
な
り
し



（
翻
刻
文
次
頁
へ
）

『
花
洛
細
見
圖
』
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光
明
山
引
接
寺

當
寺
念
仏
は
此
寺
の
桜
さ
き
次
第
に
初
る
狂
言
の
次
第
は
壬
生
に

お
な
し
　
龜
山
院
の
御
宇
文
永
年
中
に
如
輪
上
人
は
し
め
給
ふ

開
基
は
定
覚
律
師
　
閻
魔
王
は
定
朝
作
　
寺
領
五
石

【
十
五
之
巻
】



（47）

風
流
絵
本
出
来
之
分

傾
城
し
だ
れ
柳
　
け
い
せ
い
み
だ
れ
藤
　
役
者
つ
た
か
づ
ら

武
者
よ
ろ
ひ
桜
　
む
し
や
矢
立
の
杉
　
　
武
者
ゑ
び
ら
の
梅

唐
絵
あ
や
ね
竹
　
か
ら
ゑ
か
ら
く
れ
な
ゐ
　
仙
人
高
麗
き
く

鳥
も
ゝ
千
鳥
　
け
た
物
み
山
し
か
　
草
花
は
な
く
る
ま

山
水
山
の
井
　
と
う
さ
く
な
は
し
ろ
水
　
八
景
び
わ
の
う
み

狂
絵
鬼
ゆ
り
　
く
る
ひ
ゑ
の
り
合
舟
　
狂
絵
お
か
の
ま
つ

涼
み
扇
な
が
し
　
は
な
み
木
の
下
陰
　
樹
木
峯
の
紅
葉

花
車
い
ろ
絵
梅
　
い
く
さ
く
れ
は
と
り
　
源
平
む
し
や
薄

七
福
人
の
像
　
（
虫
損
に
つ
き
判
読
不
能
）
繪
本
箱
入

右
は
花
洛
の
神
社
佛
閣
に
名
筆
と
い
へ
る

ふ
る
き
絵
馬
を
大
和
繪
師

是
を
と
め
さ
せ
畫
工
の
便
ま
た
は
童
蒙
の
慰

に
も
な
ら
ん
か
と
櫻
板
に
ち
り
ば
め
侍
り
猶
此

巻
に
も
れ
た
る
は
跡
祭
段
々
世
に
行
ふ
者
也

元
禄
十
六
癸
未
載
正
月
吉
祥
日

寺
町
通
二
条
下
ル
二
町
目

洛
陽
繪
本
書
肆
　
金
屋
平
右
衛
門
板

﹇
北
野
社
﹈



『
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観
世
一
代
能
之
躰

都
鄙
遠
境
の
貴
賎
男
女
寸
地
も
な
き
群
集
也

去
ル
元
禄
年
中
に
く
は
ん
ぜ
太
夫
洛
陽
の
西
に
内
野
と
い
ふ

所
に
て
一
代
能
を
興
行
せ
り

其
比
は
午
ノ
九
月
十
八
日
よ
り
四
日
の
間
な
り
し

北
野
社

天
暦
く
は
ん
ね
ん
は
し
め
て
菅
丞
相
の
霊
を
此
と
こ
ろ
に

鎮
座
な
し
た
て
ま
つ
る

社
領
五
百
八
十
石
余

ひ
か
し
む
き
の
く
わ
ん
お
ん



（49）

鹿
苑
寺

寺
領
三
百
石
余

後
小
松
院
御
應
永
四
年
源
義
満
将
軍
の
こ
ん
り
う
也
　
薨
じ
給
ひ
て

の
ち
す
ぐ
に
御
ぼ
だ
い
所
と
な
れ
り
然
に
よ
し
み
つ
こ
う
此
地
に
閣
を

た
て
金
ば
く
を
ぬ
り
前
に
大
き
な
る
池
を
ほ
ら
せ
絶
景
い
ふ
は
か
り
な

し
金
ば
く
ぬ
り
の
閣
に
よ
つ
て
金
閣
寺
と
は
名
付
け
た
り

平
野
社

社
領
九
拾
石
余

桓
武
天
皇
ゑ
ん
り
や
く
年
中
始
て
造
営
す
　
平
野
は
五
社
の
神

第
壱
今
来
の
神
こ
れ
は
日
本
武
の
尊
源
氏
也
　
第
二
久
度
の
神
こ
れ
は

仲
哀
天
皇
平
氏
也
　
第
三
古
関
の
神
こ
れ
は
仁
徳
天
皇
高
橋
氏

第
四
比
賣
太
神
是
は
て
ん
せ
う
太
神
大
江
氏
　
第
五
縣
神
是
は
穂
日

命
菅
原
氏
　
そ
の
外
中
原
清
原
秋
篠
以
上
八
姓
の
祖
神
也
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龍
安
寺

寺
領
三
百
九
十
九
石

細
川
勝
元
こ
ん
り
う
開
基
は
義
天
和
尚
也
と
か
や

春
過
夏
た
け
秋
く
れ
て
四
方
の
な
が
め
も
う
と
き
木
枯
の
く
れ
る
は

此
池
の
鴛
鴦
見
と
て
み
や
こ
の
遊
人
袖
を
つ
ら
ね
て
に
ぎ
あ
ふ
と
そ

等
持
院

寺
領
四
百
二
十
石

後
光
厳
院
延
文
年
中
に
源
義
詮
将
軍
こ
ん
り
う



（51）

御
室
仁
和
寺

御
知
行
千
五
百
石
余

宇
田
天
皇
の
寛
平
元
年
此
地
に
室
を
立
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
御
む
ろ
と
号

空
海
の
弟
子
真
然
阿
闍
利
の
導
師
く
や
う
也
と
ぞ

宇
田
の
帝
は
仁
和
帝
の
第
七
の
皇
子
な
る
故
仁
和
寺
と
い
へ
る
よ
し

正
法
山
妙
心
寺

寺
領
四
百
八
十
石

花
園
院
こ
ん
り
う
開
基
開
山
惠
玄
禅
師
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